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(57)【要約】
【課題】装着されるヘアキャッチャーのガタツキがなく
、ヘアキャッチャーの着脱時の引っ掛かりが生じない排
水器具を提供する。
【解決手段】洗面ボウル３ａの排水孔３ｃの内径よりも
大なる内径を有する内周面１６ａを備え、排水孔３ｃの
裏側に取り付けられる排水器具９の内周面１６ａには、
内側へ突出するリブ１６ｂ，１６ｂ，１６ｂが形成され
ている。
【選択図】図３
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　洗面ボウルの排水孔の内径よりも大なる内径を有し前記排水孔の裏側に取り付けられる
排水器具において、
　該排水器具の内周面に内側へ突出するリブを設けた
　ことを特徴とする排水器具。
【請求項２】
　前記リブは、排水器具の内周面の周方向に間隔をおいて３～６個形成されている請求項
１に記載の排水器具。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、洗面ボウルの排水孔の裏側に取り付けられる排水器具に関するものである。
【背景技術】
【０００２】
　従来、この種の排水器具として、特許文献１に開示されているような構造のものが存在
する。
　この特許文献１に開示されている構造では、洗面ボウルの排水孔の下方から排水器具を
裏面に当接させて取り付けるものとしている。
【特許文献１】特開２００２－２６６４０３号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００３】
　上記特許文献１の図３に開示されているような排水器具の取付構造では、排水器具の内
径より洗面ボウルの排水孔の内径の方が小さいので、排水器具内にヘアキャッチャーを配
置した場合に、ヘアキャッチャーの上方への取り外し時に、ヘアキャッチャーが引っ掛か
りを生じて取り外し難くなるという問題点があった。
【課題を解決するための手段】
【０００４】
　本発明は、ヘアキャッチャーの着脱時に引っ掛かりが生ずることなく、ヘアキャッチャ
ーのガタツキも生じない排水器具の提供を目的とし、この目的の少なくとも一部を達成す
るために以下の手段を採った。
　本発明の排水器具は、洗面ボウルの排水孔の内径よりも大なる内径を有し前記排水孔の
裏側に取り付けられる排水器具において、該排水器具の内周面に内側へ突出するリブを設
けたことを要旨とする。
【発明の効果】
【０００５】
　排水器具の内周面には内側へ突出するリブが設けられているため、排水器具内に着脱可
能に配設されるヘアキャッチャーの外周がリブによりガイドされて、ヘアキャッチャーの
着脱時に引っ掛かりが生ずることがなく、ヘアキャッチャーの着脱が容易なものとなる。
また、リブにより、ヘアキャッチャーの排水器具内への装着状態でのガタツキが良好に防
止される。
【０００６】
　また、本発明の排水器具において、前記リブは、排水器具の内周面の周方向に間隔をお
いて３～６個形成されている構成とすることもできる。
　こうすれば、より確実にヘアキャッチャーのガタツキが防がれ、かつ、ヘアキャッチャ
ーの着脱時の引っ掛かりが生じないものとなる。
【発明を実施するための最良の形態】
【０００７】
　次に、本発明を実施するための最良の形態を実施例を用いて説明する。
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　図１は、洗面台の斜視構成図である。
　洗面台１は、前面に開閉可能な扉２ａを有するキャビネット２の上面に洗面ボウル３が
載置されて構成されている。
　洗面ボウル３は、底側に排水孔３ｃを有するボウル部３ａと、ボウル部３ａの背面側で
略垂直に一体状に立ち上がるバックガード部３ｂで構成されている。
　このバックガード部３ｂには、裏側に水栓本体を備えたハンドル４ａと、吐水口４ｂが
取り付けられ、また、ハンドル４ａの側方には、操作ボタン部５が取り付けられる。
【０００８】
　洗面ボウル３の排水孔３ｃの裏側から図２に示す排水器具９が取り付けられ、この排水
器具９内には、排水孔３ｃ側から上下方向に引き上げ可能に図２に示すヘアキャッチャー
部７が配置されるものであり、また、排水孔３ｃにはポップアップ弁６が開閉可能に配置
されるものである。
　この部分の部材の分解図を図２に示し、さらに図３には部材を拡大して示す。さらに図
４では部材の取付状態の縦断面図を示す。
【０００９】
　洗面ボウルのボウル部３ａの裏側から、排水器具９が排水孔３ｃの真下に同芯状に取付
け固定されるものであり、排水器具９の下端の接続部１７ａには、袋ナット１３を介して
レリース保持部材１０が連結され、さらに、このレリース保持部材１０の下端側に、袋ナ
ット１４を介してキャビネット２内に縦方向に配管されるトラップ管１５が接続されるも
のである。
　レリース保持部材１０には、一体状に傾斜して傾斜筒部１０ａが形成されており、この
傾斜筒部１０ａ内に、前記操作ボタン５に上端を連結したレリース１１の下端側の先端部
１１ａが配置されて、このレリースの先端部１１ａは、上下方向に揺動可能に設けられた
揺動部材１２に連結されている。
【００１０】
　なお、操作ボタン部５は、洗面ボウルのバックガード部３ｂに固定部５ａを固定して取
り付けられるものであり、操作ボタン部５を図４の状態から、手で操作することにより、
レリース１１の先端部１１ａを介して揺動部材１２が上方側へ揺動し、軸部６ａの下端を
上方へ押し上げ、これにより、排水孔３ｃに当接されているポップアップ弁６が上方へ移
動されて排水孔３ｃが開かれるように構成されている。
【００１１】
　なお、ポップアップ弁６の下面中央部から垂下状に軸部６ａが一体形成されており、こ
の軸部６ａには、ヘアキャッチャー部７とオーバーフローキャッチャー８が一体状に取り
付けられている。従って、ポップアップ弁６の上昇とともにヘアキャッチャー部７および
オーバーフローキャッチャー８も同時に上方へ移動されることとなり、ポップアップ弁６
を摘んで上方へ引き上げることにより、ヘアキャッチャー部７およびオーバーフローキャ
ッチャー８をボウル部３ａの上方へ取り出すことができるものである。
【００１２】
　前記排水器具９は、縦方向に延びる円筒状の本体筒部１６の下端側が縮径された縮径部
１７となっており、この縮径部１７の下端側に接続部１７ａが形成され、この接続部１７
ａの外周の雄ネジに袋ナット１３を締め付けて、前記レリース保持部材１０を取り付けで
きるものである。
　また、排水器具９の本体筒部１６の上端には、略水平方向に外側へ一体状に延びる止水
鍔部１８が形成されている。
　また、この止水鍔部１８の下方に、本体筒部１６から横方向に一体状に突出したオーバ
ーフローホース接続部１９が形成されている。このオーバーフローホース接続部１９には
、袋ナット２０を介してオーバーフローホース２１を接続することができ、オーバーフロ
ーホース２１を通りボウル部３ａ内のオーバーフロー水が排水器具９内に流入されるよう
に構成されている。
【００１３】
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　排水器具９の本体筒部１６の内周面１６ａの内径寸法は、例えば直径６３ｍｍに設定さ
れており、洗面ボウル３の排水孔３ｃの孔径６１ｍｍよりも大径に設定されている。この
内周面１６ａには周方向に間隔をおいて３個～６個のリブ１６ｂ，１６ｂ，１６ｂが内側
へ１ｍｍ程度突出して、それぞれ縦方向に形成されている。
【００１４】
　また、止水鍔部１８には、リング状に凹ませてＯリング溝１８ａが形成されており、こ
のＯリング溝１８ａ内にはＯリングＯを嵌め込むことができる。このＯリング溝１８ａの
外側の止水鍔部１８に、周方向に間隔をおいて複数のビス挿通孔１８ｂ，１８ｂ，１８ｂ
がそれぞれ上下に貫通形成されている。また、止水鍔部１８のＯリング溝１８ａの外側に
は、上方へ突出する凸部１８ｃ，１８ｃ，１８ｃが形成されており、この凸部１８ｃ，１
８ｃ，１８ｃは、排水孔３ｃの軸線および本体筒部１６の軸線に対し非点対称となる位置
に３個以上形成され、本例では、図示上方側に１個の凸部１８ｃが形成され、図示下方側
に２個の凸部１８ｃ，１８ｃが形成されている。
【００１５】
　なお、この３個の凸部１８ｃ,１８ｃ，１８ｃと整合するボウル部３ａの裏面位置には
、３個の凹部２２，２２，２２が排水孔３ｃの外周に形成されている。
　また、ボウル部３ａの排水孔３ｃの外周には、前記排水器具９の各ビス挿通孔１８ｂと
整合する位置に複数の下穴２３，２３，２３が予め形成されている。このボウル部３ａの
裏側に形成される下穴２３，２３，２３は、ボウル部３ａの成形時に形成されるため、各
下穴２３は成形上、同方向に傾斜状に形成されている。
　なお、この下穴２３は、直径３ｍｍまたは４ｍｍまたは５ｍｍのビス２４をネジを切り
ながら締め付けることができる径に設定されている。また、前記排水器具９側のビス挿通
孔１８ｂは、ビス２４が遊挿できる内径に設定されている。即ち、ビス挿通孔１８ｂは、
直径３ｍｍのビス２４には内径略４～５ｍｍ、直径４ｍｍのビス２４には内径略５～６ｍ
ｍ、直径５ｍｍのビス２４には内径略６～７ｍｍに設定されている。
【００１６】
　排水器具９をボウル部３ａの裏側に取り付ける際には、ＯリングＯをＯリング溝１８ａ
内に嵌め込んだ状態で止水鍔部１８をボウル部３ａの裏面に当接させ、排水孔３ｃの裏側
に本体筒部１６を整合させ、各下穴２３にビス挿通孔１８ｂを整合させて、各ビス挿通孔
１８ｂの下方からそれぞれビス２４を下穴２３に締め付けてゆく。即ち、ビス２４で下穴
２３にネジを切りながら締め付けてゆき、止水鍔部１８をボウル部３ａの裏側に水密状に
固定することができる。
【００１７】
　なお、下穴２３は傾斜状を成しているため、ビス２４を締め付けてゆく時に水平方向の
分力が作用して、排水孔３ｃと本体筒部１６の軸芯がずれて、芯ずれが生じやすく、また
、下穴２３とビス挿通孔１８ｂの位置にずれが生じている場合にも芯ずれが生じやすくな
るが、本例では、排水器具９側に突出されている凸部１８ｃ，１８ｃ，１８ｃがボウル部
３ａの裏側に形成されている凹部２２，２２，２２にそれぞれ嵌まり込むことで、ビス２
４の締め付け固定時の芯ずれを防止できるように構成されている。
　従って、凸部１８ｃと凹部２２の嵌合により芯ずれが防がれて、排水孔３ｃの真下に同
軸状に排水器具９の本体筒部１６を固定することができ、上方から本体筒部１６内にヘア
キャッチャー部７とオーバーフローキャッチャー８を差し込んだ際に、一体化されている
ポップアップ弁６がきっちりと排水孔３ｃに嵌まり込むこととなる。
【００１８】
　なお、この時、ヘアキャッチャー部７の外周は、本体筒部１６の内周面１６ａに形成さ
れているリブ１６ｂ，１６ｂ，１６ｂにほぼ当接状態となり、ヘアキャッチャー部７の本
体筒部１６内でのガタツキがなくなる。また、オーバーフローキャッチャー８は縮径部１
７の内周にほぼ接触状に配置されるものである。
　なお、ヘアキャッチャー部７をポップアップ弁６とともに排水孔３ｃの上方へ引き抜く
際には、リブ１６ｂがガイドとなり、ヘアキャッチャー部７に引っ掛かりが生ずることが
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なく、スムーズに上方へ抜き取ることができるものである。
　なお、リブ１６ｂの数は２本であるとヘアキャッチャー部７の着脱時に安定しないため
２以上必要であるが、７本以上あると各リブ１６ｂの上面にゴミが溜まりやすくなるため
、リブ１６ｂの本数は３～６が適当である。
【００１９】
　このように排水孔３ｃに対する本体筒部１６の芯ずれを防いで、ボウル部３ａの裏側に
排水器具９の止水鍔部１８を水密状に当接固定させて、ボウル部３ａの裏側に排水金具９
を接続することができ、継ぎ目部分に汚れが溜まりにくいものとなる。しかも、排水器具
９の本体筒部１６は排水孔３ｃよりも大径に形成されているため、この本体筒部１６内を
良好に清掃することができるものであり、排水器具９の清掃がしやすいものとなる。
【００２０】
　また、袋ナット１３，２０を介してレリース保持部材１０およびオーバーフローホース
２１が排水器具９に接続されているため、袋ナット１３，２０を手で回して着脱すること
でメンテナンス性が向上するものとなる。
【図面の簡単な説明】
【００２１】
【図１】洗面台の斜視構成図である。
【図２】洗面ボウルの排水孔に取り付けられる部材の分解斜視構成図である。
【図３】図２の要部の拡大斜視構成図である。
【図４】洗面ボウルの排水孔の裏側に排水器具を取付け固定した状態の縦断面構成図であ
る。
【符号の説明】
【００２２】
　１　洗面台
　２　キャビネット
　３　洗面ボウル
　３ａ　ボウル部
　３ｂ　バックガード部
　３ｃ　排水孔
　５　操作ボタン部
　６　ポップアップ弁
　６ａ　軸部
　７　ヘアキャッチャー部
　８　オーバーフローキャッチャー
　９　排水器具
　１０　レリース保持部材
　１１　レリース
　１２　揺動部材
　１３，１４，２０　袋ナット
　１６　本体筒部
　１６ａ　内周面
　１６ｂ　リブ
　１７　縮径部
　１７ａ　接続部
　１８　止水鍔部
　１８ａ　Ｏリング溝
　１８ｂ　ビス挿通孔
　１８ｃ　凸部
　１９　オーバーフローホース接続部
　２１　オーバーフローホース
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　２２　凹部
　２３　下穴
　２４　ビス

【図１】 【図２】
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【図３】 【図４】
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